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情報リテラシ第二

2023年度2Q 5c/6c（IL2） 木曜日

担当：地引

TA：増井



本日の講義内容

• プレゼンテーション
– コンピュータを利用することで、聴衆の興味を引出し、

また理解を深める手法について、考えてみましょう。

2023.07.20 2情報リテラシ第二



プレゼンテーションとは
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プレゼンテーションの特徴

• 基本はライブ

– 時間を自由に（or 欲しいだけ）使うことができない。

– 資料を何度も読み返すことはできない。

– つまり、まとめ/概要になっているだけの資料ではダメ。

• 複数の聴衆に対して、直接話しかける。

– 様々な背景の人々を、同時に相手しなければならない。

– 演技力, 話し方の技術が必要

• 講演者は、聴衆が知りたい内容を察知し、先回りし
て見せていかないとダメ

– 今回の聴衆は何を知りたがっているのか

– 私は何を一番に伝えたいのか

– この二つをうまく繋ぐ展開/ストーリーを作らなければダメ
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プレゼンテーションの例

• 皆さんは情報通信技術者であり、ある展示会で、
ソフトウェアとネットワークを融合した技術を、
15 分程度で売り込まなければなりません。

• どんなプレゼンが必要でしょうか。

– 聴衆≒潜在的/将来的なお客さん

– お客さんは、どんな人たちでしょうか。

– 彼らは何に興味を持ち、何を知りたいと思うでしょうか。

– 恐らく失敗するプレゼンは、技術的な正確性/詳細を、
長々と話すことです。

– しかし、研究会や論文発表会では、逆にこれらが重要
なのです。
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二つの例

2023.07.20 情報リテラシ第二 6



警察による世代別懲戒処分者数 （1）
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短時間にパッと見せられた場合（プレゼンはライブ）、
聴衆はどう考えるでしょうか。



警察による世代別懲戒処分者数 （2）

• プレゼンではなく、実際のデータが示すことは‥

–懲戒処分者数は、10 ～ 20 代と 50 代に多い。

– or 各世代であまり差がない。

– or 20 代を超えると、年齢と共に処分者も増える。

• このままでは、意図的に誤解させようとしたと
受け取られても弁解できない。

– （当たり前のことですが）どんな視覚的表現にすれば
良かったでしょうか。
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表現手法の類型と視覚効果の度合い
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Courtesy of Tamara Munzner,

“Visuzalization: Analysis & Design,”

Fig 5.1, Chapter 5, 2015 （出典）

線・棒で表す。

角度・面積で表す。

視覚効果の意味を考えよう



（参考） 警察による世代別懲戒処分者数
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この類の印象付けは、各所で見られます

注目!!



自転車の売り上げ台数 （1）
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これを見せられた聴衆はどう感じるでしょうか。



自転車の売り上げ台数 （2）

• このスライドで主張したいことは？

– “売り上げが伸びている” だけ？

–伸び具合にも関心があるよね。

• 邪魔なデザイン

–背景の色

–棒グラフやラベル（数字）の色の選択

–同、形の選択（3 次元表記は必要？）
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自転車の売り上げ台数 （3）
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営業宣伝に使いたいとしても‥



自転車の売り上げ台数 （4）
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こちらの方が伝わるよね。
（チラシの配布ならわかるけど）



プレゼンテーションの技術
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三つの技術

• コントラスト

–伝えたい事だけを目立たせる（色/サイズ/フォント）

• イラストレーション

–文字でなく、図解で伝える。

–直観的な理解の速さ：文章＜単語＜図解＜比喩

• グルーピング

–見えない括り/論理を意識する（配置/線/行頭記号）

2023.07.20 情報リテラシ第二 17



コントラストの改良 （1）
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“キットの原理” として、何を伝えるべきか不明

こちら側が
目立っている

こちら側は
埋没している



コントラストの改良 （2）
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色/サイズ/字体



イラストレーションの改良 （1）
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目立たせる
意義は何？

ただの例なのに、読解が必要？



イラストレーションの改良 （2）

2023.07.20 情報リテラシ第二 21

論理的な意義
を伝えたいなら
ば、強調しよう



グルーピングの改良 （1）
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要素の一覧
には、読解力
が必要

技術プレゼンでは、話す内容の二度書きは避けたい



グルーピングの改良 （2）
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グルーピング：理解を促す構造を導入する技術（重要）



グルーピングの改良 （3）
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単なる一覧は NG （読解力が要る）
論理構造は？ （例えば、結果と結論は違う）



グルーピングの改良 （4）
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これが結果

これが結論



グルーピングの改良 （5）
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一言、
この流れ図の
論理的な意味
は何？

どれが、新たな能力評価法なの？



グルーピングの改良 （6）
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・コントラスト
・イラストレーション
・グルーピング

こうすれば分かるよね



プレゼン作成ツールの利用
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• 描画ツールとしては、
PowerPoint を利用します。

• PowerPoint の起動時は、
テーマの雛型が示されるので、
描画用の白紙スライドを選択します。



新しいスライドを作る場合
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• “新しいスライド” から、
必要なスタイルを指定します。

• “新しいスライド” の場所に注意



スライドのスタイル（体裁）を変える場合
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• “レイアウト” から、
必要なスタイルを指定します。

• “レイアウト” の場所に注意



図形の描画 （1）
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• PowerPoint には、雛形となる
図形がある程度用意されて

います。

• “図形” から、適当な雛形を
選択（クリック）します。

• “図形” の場所に注意



図形の描画 （2）
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• 図形を選択した後、スライドの適当な場所
でクリックします。

• 上記の直後 or 貼り付けた図形を右クリック
して表示される枠線を Drag することで、
サイズを変更できます。

• 同、枠線が表示された状態で図形を Drag 

することで、移動もできます。



文字の入力 （1）
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• 文字を入力したい場合は、
“テキスト ボックス” を利用します。

• “テキスト ボックス” の場所に注意



文字の入力 （2）
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“横書き” or “縦書き” を指定後、
適当な場所をクリックして文字を入力します。

図形を選択（クリック）した後、図形に
直接文字を入力することもできます。



スライドの保存 （1）
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保存時は、保存場所を確認するため、
“名前を付けて保存” を選択しましょう。



スライドの保存 （2）
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• 作成したスライドは、今後の再利用/
修正を考慮し、PowerPoint で修正
可能な形式で保存しておきます。

• フォーマットは “.pptx” or “.ppt”を
指定します。



最後に

• 夏季休業に伴う教育用計算機システムの停止

– 8月10日（木）08:15 ～ 8月16日（水）11:00

• 時間は前後するかも知れません。

– 上記以外の夏休み期間中における演習室の利用
• 節電のため演習室の一部を閉じます（+ 緊急メンテナンスもあり）。
大岡山で利用可能な演習室： GSIC 3F 第1実習室, Taki Plaza B1F

• 課題を提出した人は、提出状況を確認して下さい。
– 成績登録日の制限があるので、最終締切り日以降の提出は
受理できません。

• 最終締切日：最終課題の締切り後に皆さんの提出物をチェックし、
提出状況のページでお知らせします。
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成績が発表されて、
初めて気付くのはナシ !!

https://www.edu.gsic.titech.ac.jp/index.php?%E3%81%8A%E7%9F%A5%E3%82%89%E3%81%9B/2023-07-10%EF%BC%9A%E5%A4%8F%E5%AD%A3%E4%B8%80%E6%96%89%E4%BC%91%E6%A5%AD%E3%83%BB%E5%81%9C%E9%9B%BB%E3%81%AB%E4%BC%B4%E3%81%86%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%A0%E5%81%9C%E6%AD%A2%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6%288/10~8/16AM%29
https://www.edu.gsic.titech.ac.jp/index.php?%E3%81%8A%E7%9F%A5%E3%82%89%E3%81%9B/2023-07-12%EF%BC%9A%E5%A4%8F%E4%BC%91%E3%81%BF%E6%9C%9F%E9%96%93%E4%B8%AD%E3%81%AE%E7%AB%AF%E6%9C%AB%E5%88%A9%E7%94%A8%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6


演習課題用テーマ
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背景

都市において渋滞の減らない現状から、自動車を
中心とした道のあり方を問う動きが出てきている。

それに伴い、歩行者にとって快適な道を創造する
ことが望まれつつある。

そのためには、まず「歩行空間の評価」がどのように
行なわれているのかを明らかにする必要がある。
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得られた定量データ

データ数は 175 サンプル
京都市中心市街地付近の7街路を対象
被験者は 25 人

データの内容
知覚感情と知覚感情を総括する言葉
歩行空間を構成する物理量
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新しい歩行空間評価手法の概要

既存の歩行空間評価
歩行者の心理状態⇒ アンケート等による意識分析

⇒歩行空間の評価

新しい評価手法
以下のプロセスにより、歩行者の外形的特徴を指標化し、
歩行空間を評価
・ 歩行者の心理状態と表情/しぐさ/姿勢などの関係性を
定式化

-表情分析
-行動分析

・ 表情/しぐさ/姿勢の観測による無意識分析
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